
株式に関するお手続きについて

○特別口座から一般口座への振替請求
○住所・氏名などのご変更
○特別口座の残高照会
○配当金の受領方法の指定（※）

○郵送物などの発送と返戻に関するご照会
○支払期間経過後の配当金に関するご照会
○株式事務に関する一般的なお問合せ

特別口座
口座管理機関

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒183-0044　東京都府中市日鋼町1-1
TEL　０１２０-２３２-７１１（通話料無料）

株主名簿
管理人

特別口座に記録された株式
■お手続き、ご照会などの内容

■お手続き、ご照会などの内容

■お問合せ先

○インターネットによるダウンロード  ▶   https://www.tr.mufg.jp/daikou/
［手続き書類のご請求方法］

（※）特別口座に記録された株式をご所有の株主様は、配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお選びいただけません。

○郵送物などの発送と返戻に関するご照会
○支払期間経過後の配当金に関するご照会
○株式事務に関する一般的なお問合せ

○住所・氏名変更などの上記以外のお手続き、ご照会

株主名簿
管理人

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒183-0044　東京都府中市日鋼町1-1
TEL　０１２０-２３２-７１１（通話料無料）

口座を開設されている証券会社などにお問合せください。

証券会社などの口座に記録された株式
■お問合せ先

この印刷物は「FSC®認証紙」と「植物油インキ」を使用しています。

2014年8月：JPX日経インデックス400の構成銘柄へ選定されました。
日本企業の魅力を内外にアピールすることなどを目的に、資本の効率的活用や投資家を意識した経営観点など、
グローバルな投資基準に求められる諸要件を満たした会社で構成される新しい株価指数です。JPX日経400とは？

東京都渋谷区代々木2-1-1　新宿マインズタワー  TEL 03-3375-2220（代表）  
※本報告書に記載されている事項には、将来についての計画や予想に関する記述が含まれています。実際の業績などはさまざまな要因により大きく異なる可能性があり、その確実性を保証するものではありません。

株主・投資家の皆様へ

株主通信

（証券コード ： 2181）

2 0 1 8 年 3 月期 通 期 のご 報 告

2017年4月1日～2018年3月31日

パーソルホールディングス



グループビジョン
人と組織の

成長創造インフラへ

雇用の
創造

人々の
成長

社会
貢献

経営理念

代表取締役社長 CEO  

水田 正道

1988年テンプスタッフ（現パーソルテンプスタッフ）入社。
1995年取締役営業本部長、2006年常務取締役東日本営業本部長、
2010年取締役副社長、2012年代表取締役副社長に就任。一貫して営業部門を担当。
2013年代表取締役社長就任。日本人材派遣協会会長、人材サービス産業協議会理事長を歴任。
座右の銘は積小為大。

P R O F I L E

人と組織の成長創造インフラへ

穏
や
か
な
景
気
回
復
が
続
く
中
、有
効
求
人
倍
率
が
4
4

年
ぶ
り
の
高
水
準
を
記
録
す
る
な
ど
、雇
用
情
勢
は
改
善
を

続
け
て
い
ま
す
。企
業
の
人
材
需
要
は
総
じ
て
堅
調
に
推
移

し
て
お
り
、当
社
グ
ル
ー
プ
は
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。新
ブ
ラ
ン
ド「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
Ｌ（
パ
ー
ソ
ル
）」認
知

拡
大
へ
向
け
た
投
資
を
引
き
続
き
行
い
ま
し
た
が
、当
期
の

売
上
高
は
過
去
最
高
と
な
る
７
，２
２
１
億
円
、営
業
利
益

は
３
６
０
億
円
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
Ｌ

Ｋ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
セ
グ
メ
ン
ト
の
一
部
連
結
子
会
社
、リ
ク
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
セ
グ
メ
ン
ト
の
広
告
事
業
で
は
、様
々
な
要
因
か

ら
買
収
当
初
に
見
込
ん
だ
計
画
ど
お
り
に
収
益
確
保
が
進
ま

ず
、当
期
に
お
い
て
の
れ
ん
等
の
減
損
損
失
を
計
上
し
ま
し

た
。こ
の
件
を
経
営
陣
一
同
重
く
受
け
止
め
、今
後
の
事
業

運
営
に
必
ず
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
社
は
株
主
の
皆
様
か
ら
の
ご
賛
同
を
頂
き
、２
０
１
７

年
７
月
１
日
よ
り「
パ
ー
ソ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）」

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

将
来
に
わ
た
り
労
働
人
口
の
減
少
が
続
く
時
代
で
す
。そ
の

中
で
雇
用
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、あ
ら
ゆ
る
世
代
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
人
々
に
、能
力
に
ふ
さ
わ
し
く
希
望
に

添
っ
た
就
労
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
世
代
の
方
が
豊
富
な
経
験
と
知
見
を
発
揮
で
き
る
仕

事
、育
児
な
ど
で
制
約
の
あ
る
生
活
に
も
フ
ィ
ッ
ト
す
る
仕
事
。

有
期
／
無
期
、フ
ル
タ
イ
ム
／
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
の
雇
用
形

態
の
垣
根
を
な
く
し
、ま
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
積
極
活
用
な
ど
を

通
じ
て《
多
様
性
あ
る
働
き
方
の
実
現
》に
取
り
組
む
こ
と
で
、

た
く
さ
ん
の
活
躍
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

働
き
方
の
選
択
肢
が
増
え
る
と
、働
き
た
い
人
と
最
適
な

仕
事
を
正
確
に
結
ぶ
マ
ッ
チ
ン
グ
の
重
要
性
も
増
し
て
い

き
ま
す
。情
報
過
多
の
時
代
で
す
。求
め
る
情
報
を
的
確
に

当
社
は
、ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
域（
以
下
A
P
A
C
）

に
お
け
る
事
業
を
新
た
な
収
益
の
柱
の
一
つ
と
す
べ
く
推
進

し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
２
０
１
７
年
1
0
月
、豪
州

の
大
手
人
材
サ
ー
ビ
ス・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
で
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
ド
社
※
を
連
結
子
会
社
化
し
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｃ
地
域
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
い
っ
そ
う
高
め
、こ
の
地

域
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
人
材
交
流
の
促
進
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン「
人
と
組
織
の
成
長

創
造
イ
ン
フ
ラ
へ
」の
も
と
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
人
々
の

成
長
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

当
期
の
概
況

働
く
よ
ろ
こ
び
を
す
べ
て
の
人
に

ア
ジ
ア・パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
域
の

「
成
長
創
造
イ
ン
フ
ラ
」を
目
指
し
て

選
別
し
、高
精
度
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
可
能
に
す
る
ウ
ェ
ブ
機

能
の
強
化
や
、モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
も
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
Ｈ
Ｒ
テ
ッ
ク
な
ど
の
新
た
な
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
に
注
力
す
る
こ
と
で
、当
社
は《
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
極
小
化
》を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の《
多
様
性
あ
る
働
き
方
の
実
現
》と《
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

極
小
化
》に
は
、グ
ル
ー
プ
総
合
力
の
発
揮
が
必
須
と
考
え

ま
す
。さ
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
創
出
に
向
け
主
要
事

業
会
社
の
社
名
に「
パ
ー
ソ
ル
」を
冠
す
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン

ド
認
知
を
強
化
し
、労
働
・
雇
用
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

営業利益（単位：億円）

2017年
3月期

2018年
3月期

5,175

2019年
3月期（予想）

2015年
3月期

2016年
3月期

4,010

5,919
7,221

9,400
234

280

334
360

425

売上高（単位：億円）

売上高・営業利益とも
過去最高実績を更新

業績ハイライト
《2018年3月期 連結業績》
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トップメッセージ

※ ： Programmed Maintenance Services Limited

売上高

7,221億円

親会社株主に帰属する
当期純利益

77億円
1株当たり
期末配当金

10円

営業利益

360億円
前年比22.0%増 前年比 8.0%増

前年比 56.4%減



2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期

2019年
3月期

2018年
3月期

進
む「
パ
ー
ソ
ル
」体
制

P
E
R
S
O
L
の
新
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

が
、2
0
1
8
年
1
月
よ
り
全
国
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

パ
ー
ソ
ル
グ
ル
ー
プ
で
は
、2
0
1
7

年
3
月
よ
り
、世
界
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
知
ら
れ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ウ
ォ
ズ
ニ

ア
ッ
ク
さ
ん
と
、8
6
歳
で
今
も
な
お
現

役
の
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
カ

ル
メ
ン
・
デ
ロ
リ
フ
ィ
チ
ェ
さ
ん
を
起
用

し
、「
は
た
ら
い
て
、笑
お
う
。」の
世
界
観

を
発
信
し
た
広
告
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲

げ
る「
は
た
ら
い
て
、笑
お
う
。」に
は
、

「
働
く
こ
と
そ
の
も
の
を
輝
か
せ
、人
生

を
楽
し
む
こ
と
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
た
め

に
、す
べ
て
の
働
く
人
を
支
援
し
た
い
」と

い
う
パ
ー
ソ
ル
グ
ル
ー
プ
の
想
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
広
告
で
は「
は
た

ら
い
て
、笑
お
う
。」を
、日
本
の
働
く

人
々
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の
か
を
表

現
。悩
み
な
が
ら
葛
藤
し
、そ
れ
で
も
前

を
向
い
て
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
の
等
身
大
の
声
を
伝
え
る
ア

ン
サ
ー
広
告
と
な
り
ま
す
。一
連
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
様
々
な
反
応
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
パ
ー
ソ
ル
グ

ル
ー
プ
の
認
知
度
の
拡
大
を
感
じ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
パ
ー
ソ
ル
グ
ル
ー
プ
は

働
く
す
べ
て
の
人
を
応
援
す
る
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、一
人
で
も
多
く
の
人
が「
は
た
ら

い
て
、笑
お
う
。」を
実
現
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
展
開

パ
ー
ソ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、グ
ル
ー
プ
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る「
人
と
組
織
の
成
長
創
造

イ
ン
フ
ラ
へ
」の
実
現
に
向
け
、日
本
国

内
の
み
な
ら
ず
、海
外
へ
の
展
開
と
し
て

A
P
A
C
に
お
け
る
事
業
拡
大
を
重
点

施
策
の一つ
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。ケ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
社
と
の
合
弁
事
業
の
拡

大
や
A
P
A
C
地
域
各
国
の
有
力
な
人

材
企
業
の
買
収
を
通
じ
て
、事
業
基
盤
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
、

2
0
1
7
年
1
0
月
に
豪
州
を
中
心
に

人
材
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
ド
社
※
の
株
式

1
0
0
％
を
取
得
。豪
州
は
A
P
A
C
地

域
の
人
材
派
遣
市
場
の
中
で
も
日
本
に
次

ぐ
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、そ
の
大
手

企
業
で
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
ド
社
の
グ
ル
ー

プ
入
り
に
よ
り
、当
社
グ
ル
ー
プ
の
海
外

展
開
は一層
進
み
ま
し
た
。今
後
は
国
内
事

業
の
堅
調
な
成
長
に
加
え
、海
外
事
業
を

手
掛
け
る
二
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、今
後
の
グ
ル
ー
プ
を
支
え
る
事
業
と

し
て
の
成
長
を
目
指
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス

テ
ー
タ
ス
に
合
わ
せ
た
投
資
と
体
制
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

海
外
に
お
け
る
事
業
展
開

グループ認知度海外売上高推移 アジア・パシフィック地域におけるプレゼンス向上 TV-CMや交通広告などを展開

2017年10月
プログラムド社買収

※JV ： Joint Venture、合弁事業

34

海外における事業展開 ブランド展開

トピックス

（年/月）
17/3 17/4 17/4 17/6 17/7 17/8 17/12 18/1 18/2 18/318/3

※折れ線グラフの実線はプロモーション期間中、破線はプロモーション期間外
※引用元 ： NRIインサイトシグナル調査
 （関東エリアのPERSOLブランドロゴ認知指標）

グループ認知度はプロモーション開始時と比較し
約4倍にまで拡大。

主要国については既に各市場でTOP3のポジションを獲得済み。

世界の人材派遣市場
市場規模

【資料出所】
各種資料より弊社作成。円価額は2017年9月末の為替レートで換算した額を記載

人材派遣
市場

48.2兆円

欧州
20.1兆円

日本
6.4兆円

北米
17.3兆円

APAC
4.3兆円

国名 市場規模 No.1 No.2 No.3

オーストラリア

中国

Global
企業当社

当社

当社

当社

当社

当社

当社

Global
企業
政府系
企業

政府系
企業

政府系
企業

Global
企業

Global
企業

Global
企業

Global
企業

Local
企業

Global
企業

Local
企業

Local
企業

Global
企業

Local
企業

Global
企業

Global
企業

Local
企業

Global
企業

Global
企業

インド

ニュージーランド

シンガポール

インドネシア

マレーシア

タイ

ベトナム

1.64兆円

1.13兆円

0.50兆円

0.13兆円

0.10兆円

0.06兆円

海外売上（億円）
海外売上高比率（%）

4倍
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（単位：億円）

2016年7月
ケリーサービス社とのJV※拡大

2016年1月
First Alliances買収

2015年10月
Capita買収

No data
available

※ ： Programmed Maintenance Services Limited

2,830

371

1,202



中期経営計画の戦略概要 業績目標数値

中期経営計画の進捗「はたらいて、笑おう。」をブランドスローガンに掲げるパーソルグループは
働くすべての人々を様々な形で応援してまいります。

新番組『ゲンバビト』の一社提供を
2018年4月より開始
様々な業界の“ゲンバ”の最前線で、日々懸
命に働く“名も無きゲンバビト”を紹介する
TV番組の提供を開始しました。
仕事のノウハウ・技・想いなどを密着ロケで
取材し、臨場感あふれる映像で伝えます。番
組間CMでは「テンプスタッフ」「DODA」「an」などのサービス
CMも放映します。
翌月曜から働くすべての人々の活力になる番組を目指します。
（CBC製作TBS系全国28局ネットにて、毎週日曜 23時30分～）

プロ野球パシフィック・リーグ　
オフィシャルスポンサーに決定
パーソルグループは、2018年度パシフィック・リーグオフィシャル
スポンサーに就任しました。6球団（北海道日本ハムファイターズ、
東北楽天ゴールデンイーグルス、埼玉西武ライオンズ、千葉ロッ
テマリーンズ、オリックス・バファローズ、福岡ソフトバンクホーク
ス）の冠協賛試合およびクライマックスシリーズ パの冠協賛
「2018 パーソル クライマックスシリーズ パ」の開催、「パーソル 
パ・リーグTV」と題したパ・リーグ公式ライブ動画配信サービス
の放映など、多くの野球ファンの方々に向けてグループの認知
拡大・好意醸成を目指します。
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パ
ー
ソ
ル
グ
ル
ー
プ
の
使
命
は
、時
代

と
と
も
に
変
化
す
る
経
済
状
勢
や
社
会
の

要
請
に
対
し
、柔
軟
に
適
応
す
る
労
働
市

場
を
形
成
し
、新
し
い
雇
用
の
あ
り
方
や
働

き
方
の
実
現
に
向
け
た
真
摯
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
、2
0
2
0
年
3
月

期
に
向
け
た
中
期
経
営
計
画
を
策
定
。5

つ
の
戦
略
の
も
と
、2
0
2
0
年
3
月
期

に
お
け
る
数
値
目
標
、売
上
高
7
，5
0
0

億
円
、E
B
I
T
D
A
6
0
0
億
円
、営

業
利
益
4
5
0
億
円
の
達
成
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。昨
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ド

社
の
グ
ル
ー
プ
入
り
を
受
け
て
、売
上

高
は
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、こ
の

度
中
期
経
営
計
画
の
目
標
数
値
の
見
直

し
を
行
い
、売
上
高
9
，8
0
0
億
円
、

E
B
I
T
D
A
6
3
0
億
円
、営
業
利
益

4
8
0
億
円
に
上
方
修
正
し
ま
し
た
。引

き
続
き
既
存
事
業
へ
の
積
極
投
資
を
進

め
、更
な
る
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
の
創
出

を
目
指
す
と
と
も
に
、統
合
プ
ロ
セ
ス
を

推
進
し
、海
外
事
業
に
注
力
し
て
い
く
こ

と
で
、一層
の
企
業
価
値
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

中
期
経
営
計
画
の
進
捗

下記５点を中期経営計画の戦略の柱に据える 中期経営計画数値目標の達成に向け、継続的事業拡大を図る

戦略1 グループ認知度の向上

更なる事業成長へ向けた
システム投資や生産性向上

グループシナジーの創出
及びグループ経営の推進

アジア・パシフィック地域における
プレゼンス向上

M&Aによる積極的な事業基盤強化
及びサービス領域の拡大

戦略2

戦略3

戦略4

戦略5

前提条件

2017年3月期 2018年3月期 2020年3月期（目標）

（単位：億円）売上 EBITDA 営業利益

5,919
434

334

7,221

480
360

9,800

630

480

穏やかな成長(＋0.0～1.0%程度)

経済成長・構造的要因で需要持続（1.0～1.2倍程度）有効求人倍率

GDP成長率



△1 億円
営業利益

2017年
3月期

通期

2018年
3月期

371

657

（単位：億円）
売上高

77.3%増

356.7%増23億円
営業利益

2017年
3月期

通期

2018年
3月期

266 277

（単位：億円）
売上高

4.2%増

19.5%増 108億円
営業利益

2017年
3月期

通期

2018年
3月期

661
728

（単位：億円）
売上高

10.1%増

15.5%増

ITO
セグメント

PROGRAMMED
セグメント

リクルーティング
セグメント

派遣・BPO
セグメント

顧客企業におけるシステム関連投資やSI
関連サービスに対する引き合いは高水
準で推移し、また当社グループにおける
社内システムの開発等により売上高は
289億円となりました。利益面において
は、退職抑制並びに新規採用に向けた技
術者の待遇改善、本社オフィス増床・環
境改善等の費用増加がありましたが売
上高の増加が大きく、営業利益22億円と
なりました。

豪州において総合人材サービス及びメン
テナンス事業を展開するProgrammed 
Maintenance Services Limited社を
2017年10月に取得したことに伴い、第４
四半期より業績を含めております。売上
高はメンテナンス事業を中心に底堅く推
移いたしました。利益面においては、同社
の株式取得等に付随する株式取得関連
費用の発生に伴い営業損失は5億円とな
りました。 
※当セグメントは、Programmed Maintenance Services Limited社を取得したことにより
新設したため、前年との比較・分析はありません。

PERSOLKELLY
セグメント

前年度に引き続き雇用関連指標が高水
準で推移したこと、また構造的な人手不
足から需要は高水準で推移いたしまし
た。需要に対応すべく様々な形で供給施
策等を講じたことが奏功し、売上高は伸
長し4,810億円となりました。利益面にお
いては、業容拡大に伴う人件費の増加、今
後の成長に向けた基幹システムの刷新等
のシステム投資等の費用増がありました
が、売上高の増加が大きく、営業利益は
221億円となりました。

電機、自動車業界等を中心に引き続き人
材需要は強く、売上高は堅調に推移し
277億円となりました。利益面において
は、既存技術者の稼働率が高水準で推移
したこと等の結果、営業利益23億円とな
りました。 

当セグメントは、第１四半期において「海
外」として新設したセグメントであり、更
に第３四半期にPROGRAMMEDセグメ
ント を 新 設 し た こ と に 伴 い 、
「PERSOLKELLY」へ名称を変更いたしま
した。合弁事業の範囲拡大に伴う業容拡
大効果に加え、事業を行うアジア・パシ
フィック地域の堅調な需要に支えられ、売
上高は657億円となりました。利益面で
は中期的な事業成長を見据え、地域統括
機能の整備及び営業体制の増強を図っ
た結果、営業損失は1億円となりました。

人材紹介事業を中心とした旺盛な需要に
対し、人員増強を図り体制を強化した結
果、売上高は728億円と大幅に伸長いた
しました。利益面では業容拡大に伴う人
件費・プロモーション費用等の増加、また
求人広告事業の構造改革に向けた支出
等はありましたが、それを上回る売上高
の増加があったため、営業利益は108億
円となりました。

エンジニアリング
セグメント

78

連結決算の概況・セグメント別営業概況

0

300

400

200

100

2017年
3月期

334

2018年
3月期

（単位：億円）

360
通期

0

6,000

8,000

4,000

2,000

2017年
3月期

5,919

2018年
3月期

7,221

（単位：億円）

通期

各セグメントで人員増強や、グループブラン
ド「PERSOL（パーソル）」の認知度拡大へ向
けた投資等による費用増がありましたが、派
遣・BPO、リクルーティングセグメントを中心
に売上高が伸長した結果、2018年３月期の
営業利益は、360億円（前年比8.0%増）とな
りました。 

日本経済が回復基調となる中、前年度に引
き続き人手不足を背景とした多くの需要が
寄せられ、人材サービス市場は全体として拡
大傾向で推移しました。良好な市場環境を背
景に、当社グループにおいても主力事業で
ある人材派遣については稼働者数が高水準
で推移し、人材紹介については転職決定人
数が大幅に増加しました。また、海外におけ
るM&Aを通じた事業拡大に取り組んだ結
果、2018年3月期の売上高は、7,221億円
（前年比22.0％増）となりました。

売上高

営業利益

221億円
営業利益

2017年
3月期

通期

2018年
3月期

4,406
4,810

22.0%増

8.0%増

（単位：億円）
売上高

9.2%増

6.6%増△5億円

営業利益

通期

2018年
3月期

545

（単位：億円）
売上高

22億円
営業利益

2017年
3月期

通期

2018年
3月期

266
289

（単位：億円）
売上高

8.8%増

8.0%増



会社概要

役員一覧

株式所有者別分布状況

株主メモ

（単位：株）

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

上場証券取引所 東京証券取引所（市場第一部）

定時株主総会 6月下旬

基準日
定時株主総会 3月31日
期末配当金 3月31日
中間配当金 9月30日

同連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒183-0044　東京都府中市日鋼町1-1
TEL 0120-232-711（通話料無料）
URL https://www.tr.mufg.jp/daikou/

公告方法

電子公告　公告掲載URL
https://www.persol-group.co.jp
（ただし、事故その他やむを得ない事由によって、
電子公告による公告をすることができないときは、
日本経済新聞に掲載して行います。）

株主名簿管理人
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

（2018年3月31日現在）（2018年3月31日現在）

（2018年6月26日現在）

会 社 名

設 立

本 社

事業内容

資 本 金

パーソルホールディングス株式会社

PERSOL HOLDINGS CO., LTD. 

2008年（平成20年）10月1日 

東京都渋谷区代々木2-1-1

労働者派遣事業・有料職業紹介事業
などの事業を行うグループ会社の
経営計画・管理並びにそれに付帯
する業務

17,467百万円

名 誉 会 長
代表取締役社長 CEO
取締役副社長  COO
取締役専務執行役員
取 締 役 執 行 役 員
取 締 役 執 行 役 員
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員

篠原　欣子
水田　正道
高橋　広敏
和田　孝雄
小澤　稔弘
関　喜代司
玉越　良介
Peter W. Quigley
嶋崎　広司
進藤　直滋
西口　尚宏
榎本　知佐
林　大介
美濃　啓貴
峯尾　太郎
山崎　高之
宮村　幹夫
高倉　敏之
正木　慎二
木村　和成
瀬野尾　裕

自己名義株式
2,817,063
（1.19%）

外国法人
など
96,012,689
（40.57%）

金融機関
55,302,471（23.37%）

金融商品
取引業者
1,861,129
（0.79%）

その他の
法人など
31,166,879
（13.17%）

個人・その他
49,517,724
（20.92%）

しのはら よしこ

みずた まさみち

たかはし ひろとし

わだ たかお

ピ ー タ ー ・ ク イ グ リ ー

たまこし りょうすけ

しんどう なおしげ

しまざき ひろし

おざわ としひろ

にしぐち なおひろ

えのもと ちさ

みやむら みきお

みねお たろう

たかくら としゆき

まさき しんじ

きむら かずなり

せのお ゆう

みの ひろたか

やまざき たかゆき

はやし だいすけ

せき きよし

株式の状況 （2018年3月31日現在）

●発行可能株式総数 ……… 720,000,000株

●発行済株式の総数 ………… 236,677,955株

●株主数 ………………………………… 8,961名

●大株主

持株
比率（％）株　主　名 持株数（株）

26,331,600

15,800,000

12,846,200

10,615,300

9,106,800

4,438,400

3,696,000

3,413,600

3,390,900

3,378,825

篠原　欣子

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

一般財団法人
篠原欣子記念財団

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

篠原　よしみ

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

11.25

6.75

5.49

4.53

3.89

1.89

1.58

1.45

1.44

1.44

ケリーサービスジャパン
株式会社

THE BANK OF 
NEW YORK 133524

BBH FOR MATTHEWS 
JAPAN FUND

JP MORGAN CHASE 
BANK 385632

※持株比率は、発行済株式総数から自己株式を除いた
　株式数（233,860,892株）を基準に算出しております。
※持株比率（％）は小数点第３位を切り捨てております。

※持株比率（％）は小数点第３位を四捨五入しております。

インターネットでも詳細なＩＲ情報を公開しています。ぜひご覧ください。
パーソルホールディングス ホームページ ▶▶ https://www.persol-group.co.jp/

資産

　流動資産

　　現金及び預金

　固定資産

　　商標権・のれん

負債

　流動負債

　　１年内返済
　　予定の借入金

　固定負債

　　長期借入金

純資産

　自己資本

　　資本金

　　資本剰余金

　　利益剰余金

　非支配株主持分

2,683

1,652

694

1,031

735

1,145

879

50

266

204

1,538

1,391

174

201

1,024

146

4,034

2,354

896

1,679

1,132

2,434

2,171

899

263

157

1,599

1,455

174

201

1,059

144

1,351

702

201

648

397

1,289

1,291

848

△2

△47

61

64

0

0

35

△2

貸借対照表

2

5

M&Aによる増加
POINT 2

1
現金及び預金の増加
受取手形及び
売掛金の増加

POINT 1

利益増による増加
POINT 5

4

長期借入金の減少
POINT 4

3短期借入金の増加
未払金・未払消費税
等の増加

POINT 3

（単位：億円）

増減額2017年
3月期末

2018年
3月期末

910

当期純利益・配当金・貸借対照表インフォメーション

順調な業績動向や財政状態等を総合的に勘案し、2018年3
月期における期末配当金は、当初予定をしておりました１株当
たり9円から１円増配の10円といたします。
     

アジア・パシフィック地域において「PERSOLKELLY」ブランド
で事業展開を進める子会社の一部、また「an」のブランドで事
業展開を進める求人広告事業において、当初想定した事業進
捗が見込めないことからのれん等の減損損失を計上した結
果、77億円（前年比%56.4減）となりました。

（単位：円）

中間配当

期末配当

8.00

9.00

9.00

10.00

2017年3月期 2018年3月期

親会社株主に帰属する当期純利益

1株当たり配当金

0

200

150

100

50

2017年
3月期

2018年
3月期

（単位：億円）

通期

56.4%減
178

77




